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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月19日(2016.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記一般式（II）で表される化合物と下記一般式（III）で表される化合物とを脱水縮合
することによる下記一般式（Ｉ）で表されるトランス-2-デセン酸誘導体の製造方法。
【化１】

〔式中、Ｘは、
（a）カルボキシル若しくはアルコキシカルボニルで置換されている1-ピロリジル、
（b）3-チアゾリジル、
（c）アルキル、オキソ、ヒドロキシ、アルコキシ、カルボキシル、アルコキシカルボニ
ル、アルキルアミノ、アルキルアミノアルキル、フェニル、カルボキシアルキル、アルコ
キシカルボニルアルキル、シアノ若しくはハロゲノフェニルで置換されているピペリジノ
、
（d）チオモルホリノ、
（e）アルキル、カルボキシアルキル、アルコキシカルボニルアルキル、アルキルアミノ
アルキル、シクロアルキル、ピペリジノアルキル、フェニルアルキル、ピリジル、ピリミ
ジル、カルボキシフェニルアルキル若しくはアルコキシカルボニルフェニルアルキルで置
換されていてもよい1-ピペラジル、
（ｆ）アルキルアミノ、ハロゲン、アルコキシ、アルキル、ヒドロキシ、カルボキシアル
コキシ若しくはアルコキシカルボニルアルコキシで置換されていてもよいフェニルで置換
されている1-ピペラジル、
（ｇ）アルキル若しくはアルキルアミノアルキルで置換されていてもよい1,4-ジアゼパニ
ル、又は
（h）カルボキシモルホリノ
を表す。〕
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